
 
令和６年４月１９日  

 
 
 
 

回  答  書 

 
 

令和６年度 万福寺檜山公園有効活用推進業務委託プロポーザルへのご質問に対し、以下のと

おり回答いたします。 
 
 

No. 項目 質問内容 回答 
1 仕様書P2

の「これ

まで行っ

てきた実

証 の 成

果」につ

いて 

万福寺檜山公園における、今後の活

用に向けた段階的な取組として、こ

れまで行ってきた実証実験の具体的

な内容と、得られた成果につきまし

てご教授ください 

これまで行ってきた実証実験の

具体的な内容については、欄外に記

載の URL より過去のイベント一覧

をご確認ください。 
これまで地域の方々に「公園を知

ってもらう」ことを目的としたイベ

ントの開催や「公園について考えて

もらう」ことを目的とした座談会等

を開催し、これらの実証実験を通し

て、地域の方々に公園を自分事とし

て捉えていただくとともに、今後の

活用主体となり得る関係人口を増

加させ、これらの地域のプレイヤー

との関係構築を行ってまいりまし

た。 
また、より日常的な風景とするた

めに単日でのイベントではなく、複

数日連続してのイベントを開催し、

檜山公園周辺の地域の方々に公園

に対する高い期待を感じていただ

くとともに今後の活用可能性を広

げてきたところです。 
 
 



2 仕様書P2
の「実証

実験の中

で確認さ

れ た 課

題」につ

いて 

昨年度実施されました万福寺檜山公

園における、地域主体での活用によ

る持続可能な取組の仕組み構築を行

うため実証実験について、確認され

た課題についてご教授ください 

 昨年度実施しました万福寺檜山

公園の取組につきましては、地域を

主体とした持続可能な取組の仕組

み構築を行ううえで、活用主体とな

り得る地域の方々等の関係人口を

増やしていくことを大きな課題と

捉えて、ＳＮＳなどを活用した参画

しやすい環境の整備などに努めな

がらこれらの関係者との関係構築

を進めてまいりました。 
 また、これらの関係人口を増やし

ていく取組やより日常的な風景と

する取組を通して、継続的な賑わい

創出に向けた環境の整備（什器の準

備や配置人員、手続きのルール化

等）についても、今後の課題と認識

しております。 
 

  ※記載欄が足りない場合は、適宜、追加すること 
 
No.1 回答補足 
＜過去のイベント一覧＞ 
○令和４年１２月～令和５年６月開催分 
https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000148605.html 
○令和５年１１月開催分 
https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000145398.html 
○令和６年３月開催分 
https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000164023.html 
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